
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題    
●●液液晶晶性性有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーーのの創創製製  

●●量量子子ドドッットトのの三三次次元元長長周周期期配配列列形形成成にによよるる発発光光特特性性制制御御  

●●低低温温焼焼結結性性金金属属ナナノノ粒粒子子のの開開発発  

●●原原子子移移動動ララジジカカルル重重合合にによよるるポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子のの合合成成    

    

研研究究シシーーズズ  
近近年年ののナナノノテテククロロノノジジーーのの目目ままぐぐるるししいい進進歩歩にによよりり，，様様々々ななナナノノ粒粒子子やや微微粒粒子子

のの合合成成法法がが開開発発さされれ，，用用途途にに合合わわせせたた種種々々ののナナノノ粒粒子子をを簡簡易易にに調調製製すするるここととがが

ででききるるよよううににななっっててききてていいるる。。そそののよよううななナナノノ材材料料のの開開発発ににおおいいててはは，，材材料料ととそそれれ

をを取取りり巻巻くく相相ととのの接接点点ででああるる界界面面のの寄寄与与がが非非常常にに大大ききくくななりり，，表表面面保保護護層層のの性性質質

がが材材料料のの特特性性にに大大ききくく影影響響をを与与ええるる。。ししたたががっってて，，ナナノノ材材料料のの優優れれたた性性能能をを最最大大

限限にに引引きき出出すすたためめににはは，，表表面面・・界界面面のの改改質質やや構構造造化化へへのの適適切切なな設設計計とと，，そそのの精精

密密なな制制御御がが非非常常にに重重要要でであありり，，界界面面にに関関すするる幅幅広広いい知知見見がが必必要要ととななっっててききてていい

るる。。ななかかででもも，，相相反反すするる性性質質をを有有すするる有有機機材材料料とと無無機機材材料料をを複複合合化化しし，，相相乗乗的的・・  

協協奏奏的的なな機機能能をを発発現現ささせせるる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料""にに関関すするる研研究究

はは，，精精密密なな材材料料合合成成とと表表面面・・界界面面制制御御にによよるるナナノノレレベベルルででのの複複合合化化，，ささらら

にに正正確確なな機機能能予予測測がが必必要要ととななるる。。我我々々ははここれれままででにに，，液液晶晶性性をを有有すするる有有

機機デデンンドドロロンンとと球球状状無無機機ナナノノ粒粒子子のの有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド化化にによよりり，，デデンンドド

ロロンン由由来来のの自自己己集集合合性性ををナナノノ粒粒子子にに直直接接付付与与すするるここととでで，，自自己己組組織織的的にに

三三次次元元長長周周期期構構造造をを形形成成すするる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーー""のの開開

発発をを行行っっててききたた  ((FFiigg..11))。。ささららにに，，有有機機材材料料おおよよびび無無機機材材料料双双方方のの視視点点かか

らら材材料料設設計計・・精精密密合合成成すするるここととでで，，低低温温でで焼焼結結可可能能なな金金属属ナナノノ粒粒子子・・イインン  

クク  ((FFiigg..22))，，樹樹脂脂ややププララススチチッッククにに対対すするる相相溶溶性性のの高高いいポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子ななどど，，相相乗乗的的・・協協奏奏的的機機能能のの発発現現がが

可可能能なな新新規規有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料のの開開発発やや電電子子顕顕微微鏡鏡，，小小角角 XX 線線散散乱乱ななどどをを用用いいたたナナノノ構構造造解解析析をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

新規有機無機ハイブリッドナノ材料の開発 

 

氏氏名名：：      松松原原  正正樹樹／／MMAATTSSUUBBAARRAA  MMaassaakkii  EE--mmaaiill：：  mmaattuubbaarraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))    

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，ココロロイイドドおおよよびび界界面面化化学学部部会会，，ナナノノ学学会会  

研研究究分分野野：：  界界面面化化学学  

キキーーワワーードド：：  有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料，，無無機機ナナノノ粒粒子子，，ココロロイイドド結結晶晶，，小小角角 XX 線線散散乱乱  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機能能性性無無機機ナナノノ粒粒子子合合成成  

・・表表明明改改質質，，界界面面制制御御  

・・小小角角 XX 線線散散乱乱にによよるるナナノノ構構造造解解析析  

 

Fig.1 有機無機ハイブリッドデンドリマー． 

Fig.2 有機分子の熱挙動に着目した金属ナノ粒子合成． 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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